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成 果 の 概 要 

言語テストに関する国際研究大会である The 11th International Conference 

of the Asian Association for Language Assessmentに参加し，「L1 and L2 

Summarization Processes of an L2 Text Among Japanese EFL Learners: An 

Eye-Tracking Study」のタイトルで研究成果の発表を行った。英文要約課題に

おける解答言語の影響について視線計測データを用いて検証を行ったもので

ある。解答言語の影響は作成した要約を確認するプロセスに影響を与えてお

り，解答言語が母語の場合は英文を読み直す割合が高い一方で，解答言語が第

二言語の場合には作成した要約を読み直す割合が高いことがわかった。発表に

対して参加者から多数のフィードバックを受けることができた。 

 


